
鹿児島市立星峯西小学校

校長 谷口源太郎

令和３年度

チーム星峯西小で取り組む
PTA活動

～今、求められる家庭教育力とは～
家庭教育力アップ共通実践事項の

実践構想



学校及びPTAの概要

本校の歴史，児童数，学級数，ＰＴＡ戸数等

創 立 ４１年目
児童数 ６３３名
学級数 ２６学級
教職員数 ５２名
Ｐ世帯数 ４５７戸
校 区 １２地区
校 訓
「かしこく なかよく
たくましく」



本校ＰＴＡ活動研究テーマの設定について

生涯学習の観点に立ち，活力ある健全な児童・生徒を育成するた
め，家庭･学校･地域との緊密な連携を図りながら，共に学び実践す
るＰＴＡを目指す。

鹿児島市ＰＴＡ連合会努力目標

本校ＰＴＡの課題学校の教育課題

校区・地域の課題

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～星峯西小学校 家庭教育力アップ共通実践事項の取組～

星峯西小学校ＰＴＡ研究テーマ

共働き世帯増加、役員負担感、子育て
の悩み、進学、しつけ、児童虐待等学力低下、いじめ、不登校、問題行動、

ネット依存、虐待、自死、けが・事故等

少子高齢化、過疎化、地域担い手
不足、伝統文化継承、防災等

確かな学力、教育の情報化、人間関
係の希薄化、社会性の欠如、健康・
体力・安全、学校における働き方等



ノーメディアタイム

一家庭一家訓

早寝・早起き
朝ご飯

あいさつ運動
（家族・近所）

読 書 活 動
（うち読）

知育：かしこく

徳育：なかよく 体育：たくましく

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～家庭教育力アップ共通実践事項の取組～

星峯西小学校 ＰＴＡ研究テーマ



学 校

地 域連携

連
携

家 庭

連
携

子ども

学校，家庭，地域が連携し，子ども一人一人に
「生きる力」を育む星峯西小学校プランの概要図

学 校



①あいさつ運動（家庭・近所）
②一家庭一家訓
③ノーメディアタイム
④読書活動（うち読）
⑤早寝早起き朝ご飯

家庭教育力アップ共通実践事項
の具体的な取組イメージ



【共通実践事項の具体的取組イメージ】

① あいさつ運動

PTAの当番活動として輪番制で取り
組んでいる保護者のあいさつ運動

学校正門前での生活委員会、
児童会による朝のあいさつ運動

連
携



【共通実践事項の具体的取組イメージ】
② 一家庭一家訓

基本的な生活習慣の確立や家族の一員として自覚を促す取組（食器洗いや炊飯
器洗いのお手伝いをする子どもの様子）

【一家庭一家訓のよさ】
○ 家庭で過ごす時間を有効に使えるようになる。
○ 家族各自の自主性と責任感を育てられる。

○ 家族の関わりが増え，家族一人一人の役割がはっきりする。



ノーメディアタイムとは、子どもたちが生涯にわたって自主的・主体
的にメディアを使えるようにするために、親子で家庭内ルールをつく
り取り組んでいくこと→実施状況をアンケートで把握

学習する子どもを励ましたり教えたり
する保護者の様子

テレビを消して学習に取り組む子ど
もの様子

③ ノーメディアタイム

【共通実践事項の具体的取組イメージ】



【共通実践事項の具体的取組イメージ】
④ 読書活動（うち読）

家庭でのうち読

地域ボランティアグループによる読み聞かせの活動

音読カードの見届け



【スポ少等指導者】
・練習日（休養日2日）、
練習時間（2時間程度）
の厳守
・17時からスタート
・19時に終了、帰宅

【平日にスポ活動・習い事等をしている児童生徒の場合】

１７：００ １９：００ ２０：３０

帰
宅

家庭学習
夕 食

風 呂

就 寝

２２：００

【スポ少・地域スポ活動】帰宅
自由時間

１９：３０

野 球、ソフトボール

サッカー、ミニバスケット

バレーボール
自 由 （90分）

１６：００

柔 道

水 泳

放課後
児童
クラブ

（60分） 空 手 など

陸 上

←ノーメディアタイム→

【保護者へのお願い】
・夕食，風呂までの時間帯（19:30）
・勉強を始める時刻（20:30）
・就寝時刻（22:00）
３カ所で保護者から子どもへの声
かけを確実にしてください。
※ノーメディアタイム

【保護者へのお願い】

・就寝（22:00までに）

・翌朝起床(7:00までに)

・朝食を食べさせる

・登校(8:00までに)

※早寝早起き朝ご飯

3h
5h

⑤ 早寝早起き朝ごはん
【共通実践事項の具体的取組イメージ】

【習い事】



具体的な取組方
・５つの共通実践事項
・学校組織での役割
・PTA組織での役割

家庭教育力アップ共通実践事項を
どのように取り組んでいくか？



「生きる力」（知・徳・体）の育成

実
践

学校組織とＰＴＡ組織が連携した取組方のイメージ

◆学年部等

◆教科領域部等

◆教務部
・教務、研修、教育方法、広報渉外、
特別支援教育、人権同和教育

◆生徒指導部
・生徒指導、教育相談、特別活動、
読書指導

◆保健部
・保健指導、安全指導、体育指導、
給食指導、県境衛生、防火防災

【学校（校務分掌）組織】

◆三役・執行部

◆ＰＴＡ専門部活動
○事業部
○生活広報部
○保健体育部

◆学年部
○学年・学級ＰＴＡ
※家庭教育学級
※家庭教育充実研修会

◆地域部
〇地域PTA

◆おやじの会

【ＰＴＡ組織】

PとTが連携

①あいさつ運動
②一家庭一家訓
③ノーメディアタイム
④読書活動（うち読）
⑤早寝早起き朝ご飯

【ＰＴＡ共通実践事項】



実
践

ＰＴＡ組織と連携した共通実践事項の取組イメージ

「生きる力」（知・徳・体）の育成

①あいさつ運動

②一家庭一家訓

③ノーメディアタイム

④読書活動（うち読）

⑤早寝早起き朝ご飯

【ＰＴＡ共通実践事項】

◆三役・執行部
◆ＰＴＡ専門部活動
○事業部
○生活広報部
○保健体育部
◆学年部
○学年・学級ＰＴＡ
※家庭教育学級
※家庭教育充実研修会

◆地域部
〇地域PTA

◆おやじの会

【ＰＴＡ組織】

P組織を
活かした
取組





具体的な取組の流れ
P：第１回学級PTAで目標設定
D：各家庭で実践
C：取組状況を学校評価アンケートで
調査、集約
第２回学級PTAで協議・情報交換

A：改善策を立てて後期を取り組む

家庭教育力アップ共通実践事項を
どのように取り組んでいくか？
１年間２サイクル（P→D→C→A）



学級ＰＴＡ活動の取組状況の把握・分析とFB

取組状況の把握：アンケート調査実施

第１回学級PTA：各学級・学年ごとにPTA共通実践事項の努力点の設定

努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育学 年

① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をした

りする。

１年生 ② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそ

うさまなどのあいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

取組状況の集約：アンケート集計

取組状況の分析：アンケート結果分析

○月の学級PTA：各学級ごとにPTA共通実践事項の話合いによる反省

PTAだより「ひだまり」の発行：PTA共通実践事項のアンケート調査の
分析結果，子ども、保護者、教師の声等を掲載して全家庭に配付する。
※ FB：フィードバック

前
・
後
期
の
取
組

Plan

Do

Check

Action



家庭教育力アップ共通実践事項設定の仕方（例）

※家庭でのお手伝いを中心にルール
やきまりなどを設定する。できるだけ
肯定的な文で設定する。
（例）「お風呂そうじを毎日する。」

※曜日を限定せず毎日，継続して取り
組めるように，時間帯（19:00～20:30）
や時間（１時間30分）などで設定する
ようにする。

※学年に
応じて遅
くとも午
後１０時
までに就
寝
※午前６
時から７
時までの
時間帯で
起床時間
を設定す
る。



家庭掲示用：PTA共通実践事項設定の仕方（例）

実効性があり、継続した取
組にするために、
この用紙をテレビの横など，
よく見えるところに掲示して，
時間になったら保護者が子
どもに声かけができる環境
をつくる。



全学級のＰＴＡ活動年間努力点の設定とその取組
学 年 努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育

① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をしたりする。

② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

１年生 ③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそうさまなどの

あいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

①全学級のPTA努力点に５つの共通実践事項を位置づけて1年間（２サイクル）取
り組む。②授業参観で多くの保護者の参加を促し，学級PTAを開き，PTA共通実践

事項の取組についてグループでの話合い活動を設定する。③各家庭での様子を一
人ずつ話すことで情報交換が図れるようにするとともに，保護者の意識を高める
ようにする。

実 践



情報交換を深める少人数の話合い活動

うちではこんな
ふうに取り組ん
だらうまくいきま

したよ。

なるほど！
今度うちで
もやってみ
よう！

先生，こんな時は
どうすればよい
ですか？

学期中に取り組んだ成果や課題を学級PTAで話し合う。５，６人の小グループ

による話合い活動を設定することで，保護者が各家庭での様子やノウハウを一人
ずつ出し合い，中身のある情報交換をする。（ワークショップ参加型の協議）

→保護者も「主体的・対話的で深い学び」で課題を共有する。



９ お子さんは，朝読みまたは夕読みを行いましたか。

１ 教育方針等をPTAやその他の会合で，保護者に
分かりやすく伝えていますか。

２ 家庭や地域と連携を図り，開かれた学校になって
いると思いますか。

10 学校生活に満足した様子で帰宅していると思いますか。

６ 安全指導を徹底し，事故防止に努めていると思い
ますか。

12 お子さんは，家庭でお手伝いをしていますか。

３ 保護者が相談しやすい雰囲気になっていますか。

４ 学校は子どもや学校の様子をよく伝えていますか。

５ 基礎学力向上の取組をしていると思いますか。

７ 子どもが学校に来ることを楽しみにするような学校・学級
づくりに努めていますか。

11 お子さんは，気持ちよいあいさつや「はい」という明
るい返事をしていますか。

13 お子さんは，歩いて8時までに登校していますか。

14 お子さんは「早寝・早起き・朝ごはん」ができていますか。

８ 家庭学習の習慣化に努めましたか。

90.8             87.6            85.5              82.7              87               88.3           90.1             57.3   47.2             89.1             75.6              75              89.8             84.5

家庭教育力アップ共通実践事項

縦棒グラフ上の数値は、１とてもよいと２まあまあよいを合わせた数値です。



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

1，2を合わせると学校全体で57.3％。私たちが情報化社会でよりよく生きていく
ためにはデジタル機器を自分でコントロールする力を身に付けなくてはなりませ
ん。そのためには、学校での情報モラル教育とともに家庭でのルールづくり、マナ
ーなど、学校と家庭が連携して積極的に取り組んでいきたいと思います。

※この数値は１と２を合わせた数
65.4 60.5 58.2                51.3                 54.4                 53.5                  57.3        



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

1，2を合わせると学校全体で47.2％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。コロナ対策の関係で学校図書の貸出ができなかったことも影響いていると考
えられます。今後は、学校図書の持ち帰りも始まり、校内読書週間の取組を進め
ますので、家庭でも子どもが読書のできる環境づくりの御協力をお願いします。

※この数値は１と２を合わせた数
61.4 50.6 42.3                45.6                 43.7                37.4                47.2        



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

1，2を合わせると学校全体で75.7％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。あいさつがいつでも・どこでも・だれとでもできるようにするためには、その姿
を大人が示すことが大事です。学校でも重点指導事項に掲げて指導しています
が、家庭内でもぜひ実践していただければありがたいです。

※この数値は１と２を合わせた数
71.8 73.9 77.6                72.2                83.5                74.8                75.6        



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

1，2を合わせると学校全体で75％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つです。
家庭内で子どもに家族のために役立つお手伝い等の役割を課すことは、子どもに
とってとても良い経験になります。まずは家庭内で学年の発達段階に応じて少しず
つ家庭内の役割を与えて実践していただければありがたいです。

※この数値は１と２を合わせた数
76.9 76.1 68.4                71.8                 77.2                 79.6                  75        



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

1，2を合わせると学校全体で84.5％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。就寝・起床時刻を親子で話し合って決めて早寝早起き朝ごはんの習慣を身に
付けることは、子どもの健康や学習にもよい影響を与えると言われています。朝型
の生活リズムを保護者もぜひ取り組んでいただければありがたいです。

※この数値は１と２を合わせた数
87.2 81.5 89.8                87.1                 82.5                 78.6                  84.5        



令和３年度前期の学校評価（保護者から）

【本校の家庭学習の目安時間】 学年×10＋20分（読書時間除く）となっています。
1年生：30分、2年生：40分、3年生：50分、4年生：60分、5年生：70分、6年生：80分

各学年で横線を引いた部分が家庭学習の目安時間に当たるところです。横線から上の部
分が目安時間をクリアしている児童の割合になります。学年が上がるにつれて目安時間を
達成している児童の割合が少なくなっていることが分かります。全国学テの結果と同様に本
校は、県・全国の家庭学習平均時間と比較して少ないことが裏付けられています。



PTA役員と担当教員によるPTAだより編集イメージ

PTA役員、同部員保護者、担当
教員によるPTA新聞orだより
「●●」の編集会議の様子。
Googleフォームで集約された学
校評価のPTA共通実践事項ア
ンケート結果、学期末の話し合
い活動で集約された結果を掲載
して、各家庭にフィードバックす
る。



PTA新聞・だよりを活用したFB：フィードバック

前・後期１回（年２回）発行する。子ども・保護者・教師の
声を計画的に掲載することで取組意識の高揚を図る。



PTA新聞・だよりを活用したフィードバックのイメージ

学校評価と一緒に共通実践事項もGoogleフォームで調
査し、集約したデータ及び学級PTAで話し合った結果を
前・後期各１回発行のPTA新聞・だよりに掲載する。



終


